
情熱と個々への配慮

１ 患者さんの病前の社会背景と病状を理解し、
個々を尊重する治療に努める。

２ 医療の情報開示を行い、患者さんとの信頼
関係を大切にした医療を行う。

３ 地域医療連携を密にし、精神科・心療内科
の基幹病院としての役割を担う。

４ 臨床研究を行いながら、優れた医療人の育
成に努める。

五稜会病院の理念

患者さんの権利綱領

五稜会病院の職員は、患者さんの次の権利を順守
して日々の医療を行います。

１ 安全で適正な医療を公平・平等に受ける権利
２ 個人の生き方、信条、尊厳などが尊重される権利
３ 病状、検査結果、治療方法・結果などについて、

納得のいく説明を受ける権利
４ 十分な説明や情報提供のもとで、どのような医療

を受けるかを選択する権利
５ 如何なる不利益を受けることなく、検査・治療な

どを拒否する権利
６ 希望によりセカンドオピニオン（他の医師の意見

を聴くこと）を受ける権利
７ 如何なる場合も、個人情報やプライバシーが守ら

れる権利
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五稜会病院では、最新の医療を提供出来るように、

日々研鑽しております。

公益社団法人日本精神科病院協会では、毎月雑誌を発

行しており、月ごとに特集が組まれ論文が掲載されてお

ります。令和 6 年度は、以下の 4 つが掲載されました。

1．五稜会病院における司法精神医療との関わり

－筆者の精神鑑定経験および、医療観察法運用への提言－

中島公博 日精協誌 2024（3）

2．精神科病院での虐待防止対策のための教育と研修の

実際と課題－五稜会病院で行っている取り組みの紹介－

中島公博 日精協誌 2024（4）

3．「行動制限最小化委員会の業務のためのマニュアル」と

五稜会病院での行動制限最小化に関しての取り組み

中島公博 日精協誌 2024（8）

4．五稜会病院での医療DXの推進～電子カルテを中心に

文書管理ならびにデジタルツールの活用～

中島公博 日精協誌 2024（12）

さらに、日精協常務理事が担当する「論説」に以下の
意見を述べました。

「政府がすすめる医療DXと病院内でできる医療DX」

中島公博 日精協誌 2024（8）

令和6年も終わりを迎えます。辰年になった1月1日
の能登半島地震、1月2日には羽田空港での日航機と海
保機が衝突事故があり、今年はどうなるのやらと思い
ました。円安を背景にインバウンドも増えていますが、
オーバーツーリズムの問題も出現。かつてはよく行っ
たニセコにはホテル代も高く、庶民は行くことも出来
なくなりました。自民党派閥の政治資金パーティーを
巡る裏金事件もあり、10月には、岸田文雄氏から石破
茂氏（67歳）に首相が交代となりました。因みに、私
は石破総理と同い年です。

明るいニュースとして、7月8月は、パリオリンピッ
ク、パラリンピックがありました。北海道出身の北口
榛花選手のやり投げ金メダルは素晴らしかったです。
大谷選手の「50-50」（ホームラン50本、盗塁50）超え、
3度目2年連続のMVPもすごいの一言です。我々みんな
が頑張るぞという勇気をもらいました。感謝感謝！

医療法人社団五稜会病院理事長・院長：中島公博

11月晩秋の五稜会病院正面。銀杏が色づいています。こ
れから冬を迎えます。例年、大雪に見舞われていますが、
今期はどんな冬になるのやら。辰年も最後。物価高、円
安とかで昇竜とは行きませんでした。来年に期待です。

最近の精神科医療政策のご紹介

令和 6 年 10 月 30 日（水）、厚生労働省社会・援護

局障害保健福祉部精神障害保健課課長：小林秀幸氏は、

札幌コンベンションセンターでの第 83 回日本公衆衛

生学会学会参加後、五稜会病院の見学のため来院し

ました。中島公博は、日本精神科病院協会の政策担当

理事でもあり、小林課長とは、精神科の政策に関する

こと、最近では令和 5 年 4 月から施行された改正精

神保健福祉法や令和 6 年 4 月 1 日から始まった精神

科病院での業務従事者による障害者虐待の通報の義

務や入院者訪問支援制度について議論を交わしてき

た経緯があります。

昨年、令和 5 年 6 月 2 日（金）には、小林氏の前任

者の林秀一郎氏が五稜会病院に見学に来ています。

歴代の課長さんが、五稜会病院に見学に来ているの

ですから、五稜会病院にとっては有難いことです。

五稜会病院の見学は、まずはストレスケア・思春

期病棟、リワークヴィレッジ、急性期病棟の順で回り

ました。

一方、厚労省へは患者団体から閉鎖病棟での携帯

電話、スマホの使用を認めて欲しいとの要望がある

ようです。中島は、日精協誌の令和 6 年 8 月号に 「行

動制限最小化委員会の業務のためのマニュアルと五稜会

病院での行動制限最小化に関しての取り組み」の論文の

なかで「閉鎖病棟（急性期・療養）での携帯電話／スマ

ートフォンの解禁」について触れています。小林課長は

これを読んだとのことで、五稜会病院での取組について

興味を示していました。いずれ、厚労省からは閉鎖病棟

での携帯電話／スマホ使用に関しての調査があると思い

ます。

当院は患者さん本位の医療を提供しようと

考えております。

お気づきの点はご相談下さい。

五稜会病院 概要
標榜科名：精神科・心療内科・内科・消化器科

病床数 193床

急性期病棟 48床

ｽﾄﾚｽｹｱ・思春期病棟 48床

療養病棟A 49床

療養病棟B 48床

従業員数 約230名

医師数 常勤 11名 非常勤 6名

看護師 83名 准看護師 9名

薬剤師 3名

臨床検査技師 1名 非常勤 4名

臨床心理士 11名 （公認心理師 9名）

作業療法士 10名 ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 5名

精神保健福祉士 9名 管理栄養士 2名

五稜会病院沿革

開 設 昭和47年（1972年）

医療法人開設 平成２年（1990年）
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治験のご協力のお願い
現在、当院では「統合失調症」「小児うつ病」「外傷後

ストレス障害」に対する薬剤の臨床治験を行っています。
創薬は国家戦略の一部。臨床治験を行わないと、良い薬
を世の中に出すことは出来ません。参加される方には負
担軽減としての費用を差し上げています。
統合失調症とは

統合失調症は、現実とのつながりの喪失、幻覚（通常は

幻聴）、妄想（誤った強い思い込み）、異常な思考や行動、

感情表現の減少、意欲の低下、精神機能（認知機能）の低

下、日常生活（仕事、対人関係、身の回りの管理など）の

問題を特徴とする精神障害です。

IRB（ 治 験 審 査 委 員 会 ）

治験を実施する際に、倫理性に問題がないか、治験参加者

の「人権」と「安全性」に問題がないかなど、治験の倫理性、

安全性、科学的妥当性を審査する組織です。五稜会病院

では、月に1回開催しています。

編集後記

コロナ禍も終わり、12月は忘年会シーズンです。五稜
会病院では、今年も対面での忘年会開催ができます。
以前にやったオンライン忘年会も、それはそれで捨てた
ものではなかったと思います。（K.N)




